
 

 

 

 

 

 

 

 
 
谷津の困った生き物たち ー外来種について考えるー                松下恵美子 高山邦明 
 
 谷津田での稲作を始めて十数年が経ちますが、こ

のところ、今まであまり見かけることがなかった生

き物の姿を目にすることがあり、それらがどのよう

な影響をもたらすのか気になっています。 

 今年は手に乗るほどの小さなアカミミガメの赤ち

ゃんを小山の暗渠近くで見つけました。近隣の水辺

の郷公園で繁殖したものが流れてきたようですが、

アカミミガメは成長が早く産卵数も多いため、エサ

や生息域が競合している在来種のイシガメへの影響

を考えると定着されないか心配です。 

 アライグマによる農作物を荒らすなどの被害も目

立ってきています。アライグマは雑食で旺盛な食欲

なので、農作物だけでなくイシガメやニホンアカガ

エルなどさまざまな在来種の補食も懸念されていま

す。 

 数年前、稲刈り

し終えた学校田ん

ぼに大人の親指よ

り大きなオタマジ

ャクシが何匹もい

て驚いたことがあ

りました。こんな

時期にオタマジャクシ？ と不思議に思って捕まえ

またところ外来種のウシガエルのオタマジャクシで

した。ウシガエルはかなり大きく、食欲も旺盛なカ

エルなので、在来種のニホンアカガエルやシュレー

ゲルアオガエル、水生生物などを補食してしまう困

り者です。また、今や田んぼに普通に暮らしている

アメリカザリガニも外来種でメダカやヤゴなど水生

生物を捕食し田んぼ、小川、溜池などの生態系への

影響が危惧されています。 

 田植えのころ、子どもたちと自然観察していて目

立つ草花といえばナガミヒナゲシです。かわいらし

いオレンジ色のケシの一種ですが、谷津田脇の畑ま

わりはこの花でいっぱいになっていて、従来の谷津

の春の草花が隠されて楽しめなくなるほどです。一

輪で何千もの種子を持っていると言われるほど繁殖

力が強く拡散が憂慮されています。秋になると谷津

を黄色く彩るセイタカアワダチソウは外来種の先輩

格。セイタカアワダチソウは根や葉から周辺の植物

の生育を阻害する物質を発生して分布を拡大してお

り、ナガミヒナゲシも同じ特性を持っていることか

ら最近の急激な広がりが懸念されています。 

 近年、谷津を

訪れて耳にする

のがシャーシャ

ーシャーという

クマゼミの声で

す。クマゼミは

外来種ではあり

ませんが、関東

地方には生息し

ていなかったセミで、最近あちこちで普通にその声

を耳にするようになりました。また、秋になると、

リーリーリーという外来種アオマツムシの大きな声

が谷津の夜を覆って、コオロギの声がほとんど聞こ

えません。新たな生き物により、谷津の音風景も大

きく変わりつつあります。 

 なぜ、さまざまな外来種が谷津に広がっているの

でしょう？ アカミミガメの赤ちゃんは一昔前に縁

日などでよく売られていた通称ミドリガメです。か

わいい赤ちゃんはすぐに大きくなってしまい、水槽

の掃除など手間ばかりがかかるようになると、近く

の田んぼや池などに放す人が多く、野生化したアカ

ミミガメが各地で問題となっています。アライグマ

もしかりで、一昔前にペットとして飼育することが

流行り、飼いきれなくなったものが放なされて全国

的に増えてしまいました。 

 ウシガエルは昭和始めに食用のために輸入され、

さらにその餌としてアメリカザリガニも輸入され、

それらが野生化しこちらも全国的に普通種となって

います。ナガミヒナゲシなどの外来植物は海外の農

作物輸入に伴いその種子が入り込んだり、園芸種と

して輸入されたりしたものなどが広がったと考えら

れています。 

 クマゼミはもともと西日本の生き物ですが、その

北上は、温暖化の影響以外にも街路樹などの根に幼

虫が付くことで分布拡大が加速しているとも言われ

ています。また、下

大和田や小山町で最

近見かけるようにな

ったアカホシゴマダ

ラは 、蝶マニアによ

る人為的放蝶が拡散

した原因と考えられ

ています。 
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ここで紹介し

た外来種の多く

は生態系に被害

を及ぼすおそれ

があることから、

生態系被害防止

外来種リストの

総合対策外来種

に指定されて、入れない・捨てない・拡げないとい

った総合的な対策が必要とされています(下記、一覧

表参照)。さらにアライグマとウシガエルは特定外来

生物に指定されて、その飼育などが法律で規制され

防除等を行うこととなっています。ウシガエルのオ

タマジャクシが学校田んぼに現れた時は、ボランテ

ィアのお母さん方に協力していただき、すべてのオ

タマジャクシを捕獲しました。アメリカザリガニは

数が多いので大変ですが、小山では学校田んぼの作

業に来た子ども達やお母さん方に捕獲していただい

ています。下大和田ではアライグマの捕獲の罠を仕

掛けて毎日点検をし、これまでに18頭捕獲しました

が依然として罠にかかります。 

 アカミミガメの赤ちゃんや罠に捕まったアライグ

マの姿を見ると駆除するのはとてもかわいそうに感

じてしまいますが、放置することによって別の多く

の命、さらには種そのものが失われてしまう恐れも

あります。生き物には何の責任はなく、本来いては

いけない場所に放した人間の責任であることをしっ

かりと肝に銘じておくことが大切でしょう。 

 外来種のもう一つの対策はよそから持ち込まない

ことです。明らかな外来種はもちろんですが、厳密

に言うと在来種であってもその地域に生息していな

いものを持ちこむと「外来種」となるそうです。（「外

国から持ち込まれた生物を「国外由来外来種」といい、

国内での持ち込みを「国内由来外来種」といいます。）   

また、メダカやカブトムシのようにもともと谷津に

暮らしている生き物であっても他の土地で採取した

ものを放つことも大きな影響を及ぼす恐れがありま

す。同じ種であっても土地によって独特の遺伝子を

持っていて、各土地の環境やその変化に適応してい

るのです。よその土地の個体が持ち込まれることに

よって、遺伝子が乱れ、

適応度が下がって数が

減ったり、環境変化で

一斉に姿を消したりす

る危険性が生じます。

同じ種類なので目には

見えないだけにとても大きな問題です。 

 自然観察会や学校田んぼの活動で外来種の危険性

をお話しし、「生き物を持ち込まないで！」とお願

いしています。生き物を飼う時はその命が全うする

まで飼い続ける覚悟が必要です。飼い続けられなく

なって、自然の中に放してあげることがその生き物

にとって良いことだと思うかもしれませんが、放た

れた先でたくさんの命を奪い、生態系を大きく乱す

ことになりかねないのです。 

  日本各地で問題となっている外来種は谷津田でも

様々な影響をもたらしています。その現状をお伝え

し、皆さんのご理解とご協力を得ながら在来種の保

存とともに少しでもその影響が拡がらぬようにして

いきたいと思います。      （写真 網代春男）

 

 

 

 

  

罠にかかったアライグマ 

ミシシッピアカミミガメ 

被害の深刻度 実効性・実行可能性

総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）
緊急対策外来種
哺乳類 アライグマ Ⅰ,Ⅱ 分布拡大期～まん延期 ①②③④ ⑤
爬虫類 アカミミガメ Ⅰ 分布拡大期～まん延期 ① ⑤
その他の無脊椎動物 アメリカザリガニ Ⅰ 分布拡大期～まん延期 ①③ ⑤
重点対策外来種
哺乳類 ハクビシン Ⅲ 分布拡大期～まん延期 ①④
両生類 ウシガエル Ⅰ 分布拡大期～まん延期 ①③
昆虫類 アカボシゴマダラ Ⅰ 分布拡大期～まん延期 ①
キク セイタカアワダチソウ Ⅱ、Ⅳ 分布拡大期～まん延期 ①②③
　※選定理由
　Ⅰ．生態系被害が大きいもの。
　Ⅱ．生物多様性保全上重要な地域に侵入し、問題になっている又はその可能性が高い。
　Ⅲ．生態系被害のほか、人体や経済・産業に大きな影響を及ぼすもの。
　Ⅳ．知見が十分でないものの、近縁種や同様の生態を持つ種が明らかに侵略的であるとの情報があるもの、又は、
 　    近年の国内への侵入や分布の拡大が注目されている等の理由により、知見の集積が必要とされているもの。
　※対策優先度の要件
　①生態系に係る潜在的な影響・被害が特に甚大である。
　②生物多様性保全上重要な地域に侵入・定着し被害をもたらす可能性が高い。
　③絶滅危惧種等の生息・生育に甚大な被害を及ぼす可能性が高い。
　④人の生命・身体や農林水産業等社会経済に対して甚大な被害を及ぼす。
　⑤防除手法が開発されている、又は開発される見込みがある等、一定程度の知見があり、対策の目標を立て得る。

（環境省ホームページより）

分類群 和名
対策優先度の要件

選定理由 定着段階



 

 

 

 

 

 

 

第 223回 下大和田谷津田の観察会とゴミ拾い                  201 8 ₴ 8 5  ȓ 

ẃǶ Ǔ ȑЊȓǱǋʤ Ѽǵ ṃȅǮ‴ȑȅǞ

ǦƳ ṃͪὃǵǦȈ șџǪǦȏǍǮǠƳɐȮɧȵǵ

ș Ǯ ǏǦȐǤǷǲȭɠǵ‹ǲǒǒǪǦ ǓǋȅǞǦƳ

ȹɝǵ Ʋ ǵ̱ǵ ǋș ȀǦȑƲɆɱɚș Ǐ

όǞȅǞǦƳȨɉɢɱɜ ȉ ǏȐȓȅǞǦƳ ǵǔ

ȓǋǱ Ʋ̱ǵ ǋ Ʋ ȅȒ ǵҘ▌ǜƲẎǔ

ǜǱǰ׀Ѽ ȑǵ ǱɆɱɚǮǠƳǑ ǜȚǓ֝ǪǦ

Ȩɉɢɱɜș ǪǭɏȿɨƳ 

ǵʴǵ ᷂ǲǉȒȭɜɢɈȬǶὕǓ ȋ ǖ ̂

ǔ ǞǭǋȅǞǦƳ ǋǵș֥ǲǞǦȐ ǋὕǮǞǦƳ

ȏǖ Ȓǯ᷂װǮǠǓ ȉᴕǋǭǋȅǠƳ ₴ǵ ǵ

ǲȋǪǯὕȒ ǮǠƳ ȑ Ǟ᷂ ǵ ṃǲǶȫȠ

ȵɈȪɎȿǓ‹șǒǘǭǋȅǞǦƳǚǚǒȐǶׄǒǋ

ʤǵᶽ ș ȑȅǠƳǚǵᶽ Ƕ˹ȅǮ Ǫ

ǦǚǯǓǱǒǪǦǵǮ ȩ Ǧȉ șЊȓǭ ǪǭȆȅǞǦƳɓɈƲȽɠɫȱƲɇȶɥȤƲəɆȯɇȶɥȤƲ

ȷȶȦɑǓ ǏȐȓȅǞǦƳᶽ ǵʣǶ Ƶǵ Ǔ ȑ ǰ Ǔ►ǦȐǱǋǵǮ ǔȉǵǶᾜǱǋǵǮǶ

ǱǋǒǯדȖȓǦǵǮǠǓ Ǔכֿ ї ȅǞǦƳ ʴȢɌȵȵǓ ǪǦ ȋǳǦḹǵ Ǔ ȩ ǉȑȅǞǦƳ

șџǪǭǖȓǦǵǶ ȑ ǋǵǮǠǓƲɊɜɆɧɌȨǵ ǓџȐȓǭǋȅǞǦƳ 

Ẏ˲ 8 Ʋᾛἶ׀ ɵШףƲ Ḹ׀  ̈                                                                         

                                 
 

第 224回 下大和田 YPP 「かかし作り」                       201 8 ₴ 8 11 ᶽ ȓ 

ỒȈǲȱȵɐȩɨ ǵ֛ ˔ șǞȅǞǦƳǹǯ ǲї

ǭǋȒ ǵ Ʋ ǲǫǋǭǋȒ ǵ șֺ˲ ǫ Ǐǭ

Țȃǲ ȖǪǭǋȒ ș ǘȅǞǦƳ͈₴ȏȑ ǏǦ

ǵ ǓᾜǱǒǪǦȏǍǮǠƳ 

ǒǒǞ̸ȑǶϼǡῇǲЊǪǭ ǵўȑїǞǮǠƳ șў

ǪǭƲ ș ǋƲ ǺїǞȅǞǦƳ̱ǯƲ ǲўȑѝǘƲ

Ȇș̸ȑƲדǋדǋǵǒǒǞș̸ȑʣǙȅǞǦƳ ̱

ș̸ǪǦɓȟɝɨɶȉǉǪǭЋ Ǯ ̱ȉǵǒǒǞǓ

ї ʣǓȑȅǞǦƳ ꜠Ш ș ǪǭƲ Țȃǲ ǭȅǞ

ǦƳǤǵ♥Ʋ ȏǘǵɄɶɕș█ȑȅǞǦƳ ǦǖǜȚǵ

ǒǒǞǓ ȚȃșὃǪǭǖȓȒǚǯǮǞȎǍƳ 

֓қ Ẏ˲32 Ʋᾛἶ׀ 17 Ʋ℗Ѓ6׀   ɵףƲḸ׀

̈  Ш ɵ ʴ ◑  

  
 

小山町ＹＰＰ（学校田んぼかかし作り）                       20 1 8 ₴ 8 22 ȓ 

▌ǋ ⁪ǞǵẎẀ ǋʴǲȉǒǒȖȐǡƲǦǖǜȚ

ǵ ƵǓȑȚǰǍⅎḹǲ ȅȑȅǞǦƳ 

ȷȽɁɓǯֻȖǢǭ һ38 ˲ǮǵǒǒǞ̸ȑǯ

ǱȑƲЋ Ǯ7 ̱ǵǒǒǞș̸ȑȅǞǦƳȆȚǱʝ

ǲǱǪǭƲǚǍǞȏǍƲǉǉǞȏǍǯ șїǞֻ

ǋƲǯǭȉ ȏǖ ǱǒǒǞș̸ȑȅǞǦƳ 

ἧǰȉ ǵǒȖǋȐǞǋṶǓ ǔƲȑȚǰǍⅎḹǓ

ἧǰȉ ǵ șᵗȚǮǋȒȏǍǮǞǦƳ 

ֵ̊ ǲƲ֓ қǞǭǖȓǦἧǰȉǦǨǵ ǯ

ֻȖǢǭǒǒǞǵ ˺Ǔї ǦȐǯדǪǭǋȅǠƳ 

֓қ Ẏ˲18 Ʋʴἶ׀ 1 Ʋᾛἶ׀ 15  Ʋ׀

℗Ѓ 4 ɵШףḸ ׀ ǦȚȄȄ    



＜谷津田・季節のたより＞
小山町 

8   4  ȠȩəȵȲɜȾɧ ȵɡɂǑȋǟ  
8 16  ɂɩɚǵ ᴕǖƳ ǦȚȄȄ  
8 24  ȵɥȤȶɥȤɆɱɚǓ ǵ ǲǯȅȒƳ ǦȚȄȄ  
8 27  ǵȨɉɢɱɜṶ̌ Ƴ ǦȚȄȄ  
8 29, 30  ȱȶɣȯȢǵ ἧǵ Ƴ ǦȚȄȄ, ȵɡɂǑȋǟ  

下大和田 
8   5  ɂȭɂȭɚȤȵ ǔїǠƳ ̈  
8 25  ɜȢ Țȃǲ˹₴ȉȷȸɟǓẎ ǞǭȋǪǭǔǦƳ ̈  
8 6  ɓȶȩɱȼȤᴕǔỒȈȒƳ ̈  
 
 
 

ǪǭǰȚǱǯǚȔ  ǯ șǑװ Ǩǵ ƲǑ Ǭǖȑș ǞǭȆǦǋǱǯדǪǭǋȒ Ʋ ɕɪɶɧɱ 

ɇɕɫȶȥȭɆ YPP ǵȢɗɱɆǲǶẎ˲ǒȐἧǰȉȅǮƲǶǟȈǭǵ ǮȉẺǔǱ ǲǛ֓қǋǦǧǘȅǠƳὤ

ǮƲǑ֘ ǰǍǞǮƲȉǨȔȚƲǑʝ˲Ǯȉ ǲǋȐǞǭʤǜǋƳ 

連絡先（いずれも）：ちば環境情報センター（TEL&FAX：043-223-7807 E-mail：hello@ceic.info/） 

ご注意  : ・車でこられる方は必ず指定の駐車場に止め、農道などにおかないでください｡ 

・近くにトイレがありませんので、集合前に一度済ませておくご協力をお願いします。 

・小学生以下のお子さんは保護者同伴で参加ください。 
・けがや事故がないよう十分な注意は払いますが、基本的に自己責任でお願いします。 

 
▼第225回下大和田YPP「コシヒカリ稲刈り」▼第 226回下大和田YPP「コシヒカリ脱穀」 

џȑ ȱȵɐȩɨƲ ֵǵ șџǪǭƲ ǴƲǑǧǲ ǘǭˏǒǞȅǠƳ 
  ș ǲ ǘǭ ș֛ ǞȅǠƳ 

日 時  : џȑ 2 018  ₴ 9   8 ᶽ   9 45 ѝ 15  ƫᾛ  
   2018 ₴ 9 22 ᶽ   9 45 ѝ 14  Ѽ Ʋ► ǵ Ƕ├ ǉȑƳ 

場 所  : ӧ ⁸ ӢʤẎᴇ ǨǷɵ ɓȧɶɧɞǵəɶɞɘɶȶǮ᷂ᶫșǛ ʤǜǋ  
集 合  : ᷂ 9 45 ѝ ѧȈǭ֓қǠȒ Ƕ ḹȋ̝ḹșǛ КǞȅǠǵǮ˗ѼǲƲ 

̈ ǉǟȔ 090 2301 0413 ȅǮǛ ǖǧǜǋƳ 
交 通  : JR ӧ 10 ǉȒǋǶʴ ḹ ǔǵǨǷɓɧɭɶɎȷǮʴ ḹɎȷαʤ Ʋ 

♪ 5 ѝǮ ᷂Ƴ ӧ 8:25 Ʋ8:40 ǱǰƲ 45 ѝ Ƕ540 ЛƳ 

持ち物  :  ╓►Ʋ Ȇ Ʋ₢ἧƲ Ʋ ǏƲ Țȃ Ʋ ǱǰƳ 
参加費  :  ǨǷ ṑ ḸȹɱȽɶ̝ᴣǑȏǺὤ 100 ЛƲʝ 300 ЛƲᾛἶ  
主 催  : ǨǷ ṑ ḸȹɱȽɶ   共 催  : ǨǷɵ ɓȧɶɧɞ 

 
▼里山くらぶ 森と水辺の手入れ 

ῇ Кǵʤ џȑȋ Ʋᾛ′ᶥȑǵ џȑșǞȅǠƳ 
日 時  : 2018 ₴ 9 16 9 45 ѝ 1 4  ƫᾛ  
場 所  : ӧ ⁸ ӢʤẎᴇ ֿʣ  
集 合  : ᷂ 9 45 ѝ ѧȈǭ֓қǠȒ ǶǛ ǖǧǜǋƳ ֿʣ  
持ち物  : ╓►Ʋ Ȇ Ʋ₢ἧƲ Ʋ Ʋ ȸɚɱǵ Ʋ Ǳǰ 
主 催  : ǨǷ ṑ ḸȹɱȽɶ 
 
▼第225回下大和田谷津田観察観察会とゴミ拾い 
Ѽ ǲ╠ǔ ǔɆɱɚǵ șЗǴǭ ǋȅǠƳɆɱɚǶ Ǐǭ ș ƲɜɶȫɱȮșǞǭ ǞȅǠƳ 
日 時  : 2018 ₴ 10  7  9 45 ѝ 12  ƫ ẏ   
場 所  : ӧ ⁸ ӢʤẎᴇ ֿʣ  
集 合  : ᷂ 9 45 ѝ ѧȈǭ֓қǵ ǶǛ ǖǧǜǋƳ ֿʣ  
持ち物  : ЕƲ Ȇ Ʋ Ʋ₢ἧƲ ƲȲɝ Ʋӫ♥ȅǮ ҲǠȒ Ƕ╓►Ǳǰ 
参加費  :  100 Л ᾛἶ ̊ʣƲ ̈Ǳǰ  
主 催  : ǨǷɵ ɓȧɶɧɞƲǨǷ ṑ ḸȹɱȽɶ 

 
▼第161回 小山町 YPP「コシヒカリの稲刈り」 
֛ ǵ ʝ ǯǞǭȱȵɐȩɨǵ џȑșǞȅǠƳ 

日 時  : 201 8 ₴9 16 Ʋ30  10 12 30 ѝ ƫᾛ  
場 所  : ӧ ⁸ Ӣᾛῇ  ɨɱɇȤⅎḹ Ǜ ǋǦǧǘȓǷ᷂ᶫșǑ ȑǞȅǠ  
持ち物  : Ȇ Ʋ Ȉǵȉǵ Ʋ₢ἧƲ Ʋ Ƴ 
参加費  :  100 Л ᾛἶ ̊ʣƲ ̈Ǳǰ  
主 催  : ǨǷ ṑ ḸȹɱȽɶ 

 

 

 

 

ƞ ♥  Ƕְ Ǔ Ή ǞƲК ΉǓʣ ǞȅǞǦƳ ǦǨǵ ǓǯǭȉⱲ Ǳ ƵǓ ǔȅǞǦǓƲ ȋ▌ Ǔ ȓȒ
ǚǯȉ ǖƲ ǶǞǪǒȑ ǬǔỒȈȂǪǯǞǭǋȅǠƳЊȑ Țǧ ǶƲ ȏǘȋƲ ș ǠȒ ǲ ǘǭǋȒǵǒȉǞ
ȓȅǢȚƳְ ʝ ǵ ǵʤƲʤẎᴇ ǲ15 ̱Ʋᾛῇǲ ̱ǵ ῇἧ Ǔ Ƴ ǵ ὃȑǦǵȚǧǥ ȵɡɂǑȋǟ  

 

イベントのお知らせ 

ツルボの花 撮影  たんぽぽ 

ショウジョウトンボ 撮影  たんぽぽ 


